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研究目的を( a)，ジルコンを分解させずに低気孔率に焼結すること， (b) , FeOに対して強くなるように
















3 )以上の結果を基にし，ジルコン l耐火物の|耐食性の改良を行P. I耐食性におよ lます諸要凶の影響を
明らかにし，その結果，クロム酸マグネシウム水溶液を添加剤として用いることにより，低気孔率
化をはかるとともに l耐食性を増大させる実用的方法を開発している。
以上の結果は，ジルコン l耐火物についての貴重な基礎的知見を与えるとともに |耐火物製造技術に
寄与するところ大であって，学術ならびに応用の両面において材料化学の発展に貢献するところが大
きしh よって本論文は博士論文として価値あるものと認める
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